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9月号 

鰯雲の群れに赤とんぼ 

色褪せた夏草の隙間に高まる虫の声 

眩しいばかりの日差しは和らぎ 

吹き渡る青北に稲穂は波打つ 

それもやがて黄昏色に染まり 

藁の香りが漂う頃 

そっと夏は終わりを告げる 

９月から指定ごみ袋制開始……………………………… Ｐ2 

臨時議会開催……………………………………………… Ｐ3 

100歳おめでとうございます……………………………… Ｐ5 

守れ人権　許すな差別…………………………………… Ｐ6 

情報ＮＯＷ………………………………………………… Ｐ7～12

人　口 32,920人 （－２） 

　男　 15,837人 （－５） 

　女 17,083人 （＋3） 

世帯数 11,735戸 （＋５） 

15歳未満 5,416人 （±０） 

65歳以上 4,784人 （+20） 

平均年齢 39.80歳 

 

今月の主な記事 
平成19年８月末現在（　）内は前月比 

稲刈りの途中、休憩をしている親子 

10月号の表紙のテーマは「秋の風景」です 

テーマに合う写真や詩を送ってください。 

提出先　〒771－1292　藍住町奥野字矢上前52番地１ 
　　　　藍住町企画調整課　広報表紙募集　係 
　　　　Ｅメール　aizumi@town.aizumi.tokushima.jp 
応募締切　９月28日（金） 
＊応募規定等詳細については、ホームページをご覧ください。 
 問 企画調整課（蕁637・3124） 
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９月１日から指定ごみ袋制を開始！ ９月１日から指定ごみ袋制を開始！ ９月１日から指定ごみ袋制を開始！ 

ごみ
の出し

方 

につ
いて
 

再確
認を
 

ごみ
の出し

方 

につ
いて
 

再確
認を
 

指定ごみ袋以外でごみを出している 
集積場所 

記名のないごみ袋や分別が悪く 
回収されなかったごみ袋 

　９月から指定ごみ袋制を実施していますが、まだ、町の指定ごみ袋以外で

出したり、分別の出来ていないごみ袋や氏名（フルネーム）が正確に記入さ

れていないごみ袋があります。それらのごみ袋については、収集していない

ため、集積場所付近の住民の方には、大変ご迷惑をおかけしています。 

　指定ごみ袋の導入の趣旨をご理解いただき、いま一度ごみの出し方につ

いてご確認ください。ご協力よろしくお願いします。 

・ 町の指定ごみ袋以外のごみ袋 
　（市販されている透明のごみ袋） 

・ 決められた収集日以外のごみ袋 

・ 分別のできていないごみ袋 

・ 処理できないごみを出しているごみ袋 

・ ごみ排出者（フルネーム）の記名のない袋 

収
集
で
き
ま
せ
ん 

よ
く
あ
る
ま
ち
が
い
！ 

●上記のごみ袋が出されていたら 
　ごみを収集する時に、分別周知シールをごみ袋に貼ります。

分別周知シールを貼られた場合は、　 の内容を確認し、ごみ

を出し直してください。 
　 

＊ ルール違反や不法投棄の多い地域の集積所について

は、監視体制を強化しています。また悪質な不法投

棄については、監視カメラの設置や警察と連携して

対応してまいります。 

●問  生活環境課（� 637・3116）
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国民年金保険料を納めた期間、厚生年金、共済組合の加入期間を合計し25年間以 
上必要。 
※繰上げ・繰下げができます。 
 
 
　 
　国民年金加入中や20歳前に初診日のある病気やけがで初診日から１年６か月経 
過したときや、その期間内に症状が固定したときに請求。 
（条件）初診日の属する月の前々月までの保険料納付・免除期間が加入すべき期 
　　　　間の２／３以上。 
＊初診日が20歳前のときは納付条件はない。                              
 
　 
                               
　国民年金に加入している人、または加入していた人が死亡したとき、その方に生計を維持されて
いた「子のある妻」または「子」に支給。 
＊子とは18歳到達年度の末日までの子をさします。 
（条件）死亡日に属する月の前々月までの保険料納付・免除期間が、加入すべき 
　　　　期間の２／３以上で、死亡日の属する前々月までの直近の１年間の保険 
　　　　料納付または、免除が必要。 
 

秋
の
行
政
相
談
週
間 

●
あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

秋
の
行
政
相
談
週
間 

10
月
15
日（
月
）〜
21
日（
日
） 

国民年金の給付には、３種類の基礎年金があります 

老齢基礎年金  （65歳から
※

一生涯支給の終身年金） 

障害基礎年金  （病気やけがで障害が残ったとき） 

遺族基礎年金  

国

民

年

金

の

種

類

 

　

臨
時
議
会
開
催

臨
時
議
会
開
催

　

８
月　

日
に
臨
時
議
会
を
開
催
。
西
ク

２３

リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
燃
焼
設
備
他
改
修
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

工

事

名　

西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

燃
焼
設
備
他
改
修
工
事

契
約
金
額　

５
億
１
千　

万
円

３０

契
約
相
手

　
　

エ
ス
エ
ヌ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
阪
市
）

工　
　

期　

平
成　

年
８
月　

日
〜
平
成　

１９

２４

２０

　
　
　
　
　

年
３
月　

日
３１

  
自
主
防
災
組
織
を
支
援

自
主
防
災
組
織
を
支
援

　

地
域
住
民
が
自
主
的
に
結
成
し
た
自
主
防

災
組
織
等
の
登
録
基
準
や
、
そ
の
組
織
が
防

災
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
器
材

等
の
購
入
に
つ
い
て
の
補
助
要
綱
を
改
正
し

ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点

・
初
期
整
備
―
事
業
費
３
０
０
万
円
ま
で
補

助
率
３
／
４
（
組
織
す
る
世
帯
数
に
よ
る
）

・
更
新
整
備
―
事
業
費　

万
円
ま
で
補
助
率

７５

３
／
４
（
組
織
す
る
世
帯
数
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

●問
 
 
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　　

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談

制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
普
及
し
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
行
政
相
談
週
間
に
先
立
ち
、
町
で
は

行
政
相
談
委
員
が
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の

支
援
の
も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、

困
っ
て
い
る
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分

か
ら
な
い
、
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。　

　　

行

政

相

談

所

　　

日　

時　
　

月
１
日
（
月
）

１０

　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

　

場　

所　

　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
階　

相
談
室

●問  徳島北社会保険事務所（� 655・0200）



  
申
込
期
間　
　

月
１
日（
月
）〜　

日（
水
）

10

31

  
事
前
講
習　
　

月
３
日（
月
）

12

 
〈
第
１
回
〉
午
前　

時
か
ら

10

 
〈
第
２
回
〉
午
後
１
時　

分
か
ら

30

  
試
験　
　

月
６
日
（
木
）

12

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

  
講
習
及
び
試
験
会
場

　
　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
３
階

  

●申
 

・
●問
 

（
財
）県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁
目　
41

　
　
　
　

県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　
　

（
�
６
２
５
・
３
４
３
８
）
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保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て 

救
急
車
の
適
正
利
用
を

救
急
車
の
適
正
利
用
を 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て 

救
急
車
の
適
正
利
用
を

救
急
車
の
適
正
利
用
を 
９
月
９
日
は
救
急
の
日 

救
急
車
の
適
正
利
用
を 

10
月
１
日
現
在
で
、

月
１
日
現
在
で
、 

就
業
構
造
基
本
調
査

就
業
構
造
基
本
調
査 

　
　
　
　
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
を
実
施
し
ま
す 

10
月
１
日
現
在
で
、 

就
業
構
造
基
本
調
査 

　
　
　
　
を
実
施
し
ま
す 

板
野
東
部
消
防
組
合
か
ら

板
野
東
部
消
防
組
合
か
ら 

火
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は  

　
６
９
７
・
３
１
１
９ 

※
ご
利
用
の
際
は
、
他
の
方
の
迷
惑
と

な
り
ま
す
の
で
、
番
号
間
違
い
の
無

い
よ
う
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

板
野
東
部
消
防
組
合
か
ら 

　

私
有
地
内
の
排
水
設
備
工
事
は
専
門
的

技
術
を
必
要
と
す
る
た
め
、
市
町
村
の
指

定
工
事
店
は
責
任
技
術
者
を
置
く
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
責
任
技
術
者
試
験
は
、
下
記

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
排
水
設
備　
　
　

 
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　

９
月
は
、
固
定
資
産
税（
２
期
）

の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、

９
月　

日
で
す
。

２５

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

●問
 
 
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

　　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
統
計

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●問
 
 
企
画
調
整
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

　

ココココココココココココココココココココ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
講
座

　

後
期
教
養
講
座
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
国
民
文
化
祭
の
会
場
に
使
用
さ
れ
る

た
め
、　

月
中
旬
に
開
講
を
予
定
し
て
い
ま

１１

す
。
詳
細
は
、　

月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

１０

ま
す
。　

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
 
（
�
６
３
７
・
３
１
３
０　

火
曜
日
休
館
）

　

現
在
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極

的
勧
奨
は
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
護
者
が
特
に
希
望
す
る

場
合
に
は
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー
（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
対
象
年
齢　

６
か
月
〜

　

か
月
、
９
〜　

歳
）

９０

１３

　　

重
症
患
者
へ
の
必
要
な
救
急
措
置
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
緊
急
性
の
な

い
軽
い
け
が
や
病
気
の
場
合
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
、
休
日
・
夜
間
当
番
医

等
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

【
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
か
わ
り
ま
す
】

○
週
所
定
労
働
時
間
に
よ
る
被
保
険
者
区
分

を
な
く
し
、
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
受

給
資
格
要
件
を
一
本
化
し
ま
す
。

○
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る
に
は

原
則　

月
の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
で
す
。

12

（
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方

は
6
月
が
必
要
）

○
原
則
平
成　

年　

月
１
日
以
降
に
離
職
さ

１９

１０

れ
た
方
が
対
象
で
す
。

【
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が　

％
に
上
が

50

り
ま
す
】

○
給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の　

％
か
ら　

％

４０

50

に
引
き
上
げ
ま
す
。

○
平
成　

年
４
月
1
日
以
降
に
職
場
復
帰
さ

１９

れ
た
方
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に

２２

３１

育
児
休
業
を
開
始
さ
れ
た
方
ま
で
が
対
象

で
す
。

【
教
育
訓
練
給
付
が
変
わ
り
ま
す
】

○
本
来
「
３
年
以
上
」
の
被
保
険
者
期
間
が

必
要
で
あ
る
受
給
用
件
を
、
当
分
の
間
、

初
回
に
限
り「
１
年
以
上
」に
緩
和
し
ま
す
。

○
給
付
率
や
上
限
額
を
一
本
化
し
ま
す
。

○
平
成　

年　

月
１
日
以
降
に
指
定
講
座
の

１９

１０

受
講
を
開
始
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

●問
 
 
徳
島
労
働
局
職
業
安
定
部

（
�
6
1
1
・
5
3
8
3
）

　
 
鳴
門
公
共
職
業
安
定
所

（
�
6
8
5
・
2
2
7
0
）
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●
西
保
育
所
で
交
通
安
全
教
室 

　

８
月　

日
、
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン

１７

タ
ー
藍
住
支
部
（
賀
治　

清
会
長
）
が
、
犯

罪
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
、
会
長
使
用
車
に
青
色

回
転
灯
を
装
備
し
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
夜
間
な
ど
に
町
内
を
青
色
回
転
灯

の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
巡
回
し
、
防
犯
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

近
年
、
犯
罪
発
生
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
、
犯
罪
の
広
域
化
も
進
ん
で
い
ま

す
。
犯
罪
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
町
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
な
ど
地
域
を

よ
り
よ
く
し
よ
う
と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
犯

罪
の
な

い

安

心
・
安

全
な
ま

ち
づ
く

り
を
進

め
る
た

め
に
、

皆
さ
ん

も
ご
協

力
を
お

願
い
し

ま
す
。

　

９
月
５
日
、
西
保
育
所
で
２
・
３
歳
児
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

交
通
指
導
員
の
増
原
嘉

子
さ
ん
が
、
人
形
や
絵
を
使
っ
て
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
大
切
さ
や
、
信
号
の
色

の
意
味
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
正
し
い
道
路

の
横
断
方
法
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
模
擬
信
号
機
を
使
っ
て
横

断
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
保
護
者
の
方
に
は
、
子
ど

も
に
交
通
マ
ナ
ー
を
教
え
る
際
に

役
立
つ
よ
う
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ビ

ジ
ョ
ン
と
い
う
幼
児
視
界
体
験
メ

ガ
ネ
で
、
子
ど
も
と
の
視
界
の
違

い
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
な
ど
は
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
命
を
守
る
た
め
に
、
必
ず
守
っ
て
ほ
し
い

こ
と
で
す
。

　

交
通
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
事
故
の
な

い
町
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

8
月　

日
、
藤
本
マ
サ
ヲ
さ
ん
（
徳
命
：

１４

明
治
4
0
年
8
月　

日
生
ま
れ
）
が
、
1
0

１４

0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
石
川

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
長
と
中
央
福
祉
事
務
所
次
長
が
、
町
内
で

家
族
が
運
営
し
て
い
る
介
護
施
設
で
過
ご
さ

れ
て
い
る
藤
本
さ
ん
を
訪
問
し
、
県
と
町
か

ら
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た

家
族
の
方
か
ら
も
花
束
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
大
変
お
元
気
で
、
家
族
や
職

員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
祝
福
の
言
葉
や
拍
手
に

お
礼
を
言
い
な
が
ら
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

犯
罪
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

　  
藍
の
館
へ  
着
物
寄
贈

　

８
月
６
日
、
平
石
利
子
さ
ん（
勝
瑞
）か
ら

藍
の
館
に
着
物
３
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
着
物
は
、
藍
商
屋
敷
母

屋
に
展
示
し
て
い
る
藍
商
た
ち
を
再
現
し
た

３
体
の
人
形
に
着
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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  リバティおおさかとは 
　“リバティおおさか”とは愛称で，大阪人権博物館がその後につきます。

人権問題に関する資料の作成・保存をし，こ

れらを展示・公開する日本で最初の総合博物

館です。 

　改修工事があったり，日程が合わなくてな

かなか行けなかったそのリバティおおさかに、

先月やっと行くことができました。 

 
  コーナーをまわって 
　展示コーナーは，それほど広くはなかったのですが，わかりやすくコ

ーナーを分け，どのコーナーにも興味を引かれる展示物が置かれていま

した。どの人の目線にも合う，展示の仕方と平易な解説で，自然に心に

入ってきます。 

　私たちがもっている価値観 －学歴が高い方がいい，いい仕事に就きた

い，金持ちになりたい－ このような他よりも常に上に立っていたいとい

う意識が，裏返せば差別につながりやすいということもよく分かりました。

過去において私たちの国では，他国との行き来があまりなかったことで，

他民族への誤解や偏見を招いてきました。今回，他国の文化を見ることで，

改めて考え直すことができました。 

　また，被差別部落の運動と生業・

文化が取り上げられており，展示物

に直に触れながら，これらを生み出

してきた社会のあり方がよく見えて

きました。リバティおおさかでは，

その他にも性的少数者・障害者・病

気が原因で差別されてきた人々，社

会の経済発展によって生み出された公害被害者・ホームレスなど，あり

とあらゆる差別に目が向けられています。そして，自分でより知りたい

と思う人には，証言映像と向き合える設備も整っていました。 

 
  感じたこと 
　リバティおおさかでは，人権博物館として今日的な人権課題の情報が

展示に加えられていることに驚きました。見学を終え，特に心に残った

ことがありました。それは，コーナーとコーナーの仕切の壁に，見学者

が開けられる戸があったことです。何人の人がこのことに気づいたで

しょうか。開けてみると，そこには鏡がありました。その鏡に映った自

分の姿を見てみると，自分自身がどこか変に映っているのです。ふつう

の鏡ではないから歪んで映ることは分かってはいたのですが，人権に関

して自分もそういう鏡になってはいないのか…と深く考えさせられました。 

 

おはなし ぱれっと　徳　元　月　美　 

藍住町スローガン 

リバティおおさかを見学して 

人権標語 
藍住西小学校児童作品 

大
好
き
な
　
み
ん
な
の
笑
顔
　
大
切
に 

６
年
　
長
谷
部
夏
未 

差
別
な
し
　
い
っ
し
ょ
に
笑
え
る
　
仲
間
た
ち 

６
年
　
扶
川
　
由
実 

見
つ
め
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
心
の
中
を 

６
年
　
立
花
　
沙
季 

か
わ
ろ
う
よ
　
自
分
の
中
か
ら
　
差
別
な
し 

６
年
　
折
部
　
健
太 

み
ん
な
に
は
　
い
じ
め
を
無
く
す
　
力
が
あ
る 

６
年
　
森
　
江
莉
香 
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第　

回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

３２

日　
　

時　
　

月
７
日
（
日
）

１０

　
　
　
　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
雨
天
中
止
の
場
合　
　

月　

日
（
日
）

１０

１４

場　
　

所　

町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

申
込
締
切　

９
月　

日
（
水
）

２６

●申
 

・
●問
 
 
教
育
委
員
会（
６
３
７
・
３
１
２
８
）

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

　

我
が
町
の
史
跡
を
訪
ね
よ
う

※
今
回
は
勝
瑞
城
館
跡
を
中
心
に
歩
い
て
み

ま
す
。
約
４
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

町
の
歴
史
を
勉
強
し
な
が
ら
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。（
ガ
イ
ド
説
明
も
あ
り
ま
す
）　

新
し
い
ま
ち
を
発
見
で
き
る
か
も
♪

日　
　

時　

９
月　

日
（
日
）

１６

　
　
　
　
　

９
時　

分
〜
正
午
（　

時
出
発
）

４５

１０

集
合
場
所　

勝
瑞
城
館
発
掘
現
場
事
務
所
前

　
　
　
　
　

（
旧
長
尾
鉄
工
所
跡
）　
　
　

参

加

費　

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

＊
９
時　

分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま

４５

す
。

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

合　格　発　表試　験　期　日受　付　期　限資　　格募　集　種　目

１次：12月５日
最終：20年２月15日

１次：11月10、11日
２次：12月11～14日
　　　（いずれかの１日）

９月28日まで
高卒（見込含）
21歳未満の者

（自衛官は23歳）

防 衛 大 学 校
学 生

１次：11月27日
最終：20年２月15日

１次：11月３、４日
２次：12月５～７日
　　　（いずれかの１日）

９月28日まで
高卒（見込含）
21歳未満の者

防 衛 医 科
大 学 校 学 生

１次：11月１日
最終：20年１月９日

１次：10月15日
２次：11月17、18日
　　　（いずれかの１日）

９月28日まで
高卒（見込含）
24歳未満の者

看 護 学 生
（高等看護学院）

試験時にお知らせします。受付時にお知らせします。年間を通じて18～27歳未満の男子２等陸・海・空士

●問   鳴門地域事務所（� ６８５・５３０６）

自　衛　官（ 学  生 ）　募　集　中

秋
の
軽
登
山

＝
座　

学
＝　

日　

時　
　

月
４
日
（
木
）

１０

　
　
　
　

午
後
７
時　

分
か
ら　

３０

場　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー
会
議
室

＝
軽
登
山
＝

日　

時　
　

月
６
日
（
土
）

１０

場　

所　

三　

嶺

日　

時　
　

月　

日
（
土
）

１１

１０

場　

所　

次
郎
笈

実　

費　

４
、
０
０
０
円

定　

員　

各　

人
２０

対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

（
団
体
会
員
も
可
）

＊
日
帰
り
登
山
の
で
き
る
健
康
な
方

＊
参
加
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

＊年齢は平成20年４月１日現在
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男
性
料
理
教
室

日　
　

時　

９
月　

日
（
火
）

２５

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

場　
　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

対

象

者　

男
性

定　
　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

内　
　

容　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
事
・

　
　
　
　
　

調
理
実
習

準
備
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、タ
オ
ル

参

加

費　

３
０
０
円

申
込
期
間　

９
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
金
）

１８

２１

主　
　

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

●申
 

・
●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
） 

幼
児
い
き
い
き
健
康
教
室　
　
 

「
食
べ
よ
う
！
朝
ご
は
ん
」

　

お
い
し
く
て
、
手
早
く
簡
単
に
作
れ
る
朝

ご
は
ん
の
レ
シ
ピ
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　
　

時　
　

月
２
日
（
火
）

１０

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

場　
　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）

対

象

者　

幼
児
（
３
〜
６
歳
ま
で
）
の
い

る
家
庭
の
方　
　
　
　
　

定　
　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

内　
　

容　

朝
食
レ
シ
ピ
の
調
理
実
習
・
試
食

準
備
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル

参

加

費　

無
料

申
込
期
間　

９
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
水
）

１８

２６

主　
　

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会　
　

　
　
　
　
　

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
食
育
部 

●申
 

・
●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

　

健
康
づ
く
り
講
習
会

　

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
〈
奥
野
地
区
〉

日　
　

時　
　

月
３
日
（
水
）

１０

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１１

３０

場　
　

所　

奥
野
老
人
憩
の
家

　
〈
徳
命
地
区
〉

日　
　

時　
　

月
１
日
（
月
）

１０

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１１

３０

場　
　

所　

徳
命
老
人
憩
の
家

定　
　

員　
　

人
（
申
込
順
）

25

内　
　

容　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
・
健

康
料
理
の
試
食

申
込
期
間　

９
月　

日（
火
）〜　

日（
水
）

１８

２６

●申
 

・
●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

料
理
・
お
菓
子
教
室　

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は　

月
か
ら
３
月
に
か

１０

け
て
季
節
感
あ
ふ
れ
る
料
理
、
お
菓
子
作
り

の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
計
算
さ

れ
た
料
理
、
お
菓
子
を
作
っ
て
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
ま
せ
ん
か
？　

町
内
に
お
住
ま
い

の
女
性
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講　
　

師　
　

佐
藤
絹
代
氏

〇
料
理
教
室

受
講
期
間

　
　

月　

日（
木
）〜
３
月　

日（
木
）

１０

１１

１３

　

毎
月
第
２
木
曜
日
・
午
前
９
時
〜
正
午

募
集
人
数　
　

人
２５

受
講
料　

無
料

　
　
　
　
　

（
材
料
費　

３
、
０
０
０
円
）

受　
　

付　

９
月　

日（
木
）か
ら

２０

〇
お
菓
子
教
室

受
講
期
間

　
　

月　

日（
木
）〜
３
月　

日（
木
）

１０

２５

２７

　

毎
月
第
４
木
曜
日
・
午
前
９
時
〜
正
午

募
集
人
数　
　

人
２５

受

講

料　

無
料
（
材
料
費
３
、
０
０
０
円
）

受　
　

付　

９
月　

日（
木
）か
ら

２０

＊
両
講
座
へ
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
が
、

参
加
は
全
課
程
受
講
で
き
る
方
に
限
り
ま

す
。

　

ま
た
、
材
料
費
は
前
納
し
て
い
た
だ
き
、

休
ま
れ
た
場
合
も
返
金
し
ま
せ
ん
。

＊
初
め
て
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

＊
募
集
人
数
が
極
端
に
少
な
い
場
合
は
、
開

講
で
き
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

＊
材
料
等
の
都
合
に
よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
が
変

更
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

＊
開
講
間
近
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
と
き
は
、

代
理
の
方
を
探
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●申
 

・
●問
 
 
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
６
２
６
６
）　

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
交
流
会

〜
芋
掘
り
体
験
し
ま
せ
ん
か
？
〜

日　

時　
　

月　

日（
土
）午
前　

時
集
合　

１０

１３

１０

（
雨
天
時
は
翌
日　

日
）

１４

場　

所

　

徳
島
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
東
側

の
畑
（
当
日
は
旗
が
立
っ
て
い
ま
す
）
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対

象

者　

会
員
ま
た
は
小
学
生
ま
で
の
子

ど
も
の
い
る
家
庭
の
親
子

参

加

費　

無
料

申
込
締
切　
　

月
５
日
（
金
）

１０

＊
芋
掘
り
の
で
き
る
用
意
を
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
袋
は
用
意
し
ま
す
）

●申
 

・
●問
 
  　

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
�
６
９
３
・
３
０
３
３
）

第　

回
藍
美
展

２２

日　
　

時　
　

月
１
日（
木
）〜
4
日（
日
）

11午
前　

時
〜
午
後
5
時
（
４
日

１０

は
午
後
4
時
）

場　
　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

出
品
資
格　

町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

（
高
校
生
以
上
）

出

品

料　

1
、
0
0
0
円
（
た
だ
し
会
員
・

高
校
生
は
無
料
）

出
品
点
数　

一
人
2
点
以
内
（
た
だ
し
会
場

の
都
合
で
１
点
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。）

申
込
締
切　
　

月　

日
（
水
）

１０

１０

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
で
出
品
要
項
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
出
品
料
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

搬　
　

入　
　

月　

日（
水
）
午
後
４
時
〜

10

３１

　
　
　
　
　

7
時
（
時
間
厳
守
）

搬　
　

出　
　

月
４
日（
日
）
午
後
4
時
〜

11

　
　
　
　
　

5
時

搬
入
・
搬
出
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
6
3
7
・
3
1
2
8
）

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

訓
練
生
募
集

来
年
4
月
入
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

徳
島
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
�
6
3
1
・
1
4
7
4
）

　

理
容
科
・
金
属
技
術
科
・
ア
パ
レ
ル
技
術

科
・
イ
ン
テ
リ
ア
木
工
科
・（
＊
）
電
子
機
器
科

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
�
6
8
6
・
4
7
5
2
）

　

塗
装
科
・（
＊
）メ
カ
ニ
カ
ル
技
術
科

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

（
�
0
8
8
4
・
2
6
・
0
2
5
0
）

（
＊
）自
動
車
整
備
科

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
�
0
8
8
3
・
6
2
・
3
0
6
7
）

　

車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
・
建
築
科
・（
＊
）
電

気
工
事
科

＊
高
卒
以
上
対
象
科

申

込

期

限　
　

月
3
日
（
水
）
ま
で

10

入
校
選
考
日　
　

月　

日
（
水
）

10

24

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
か
ら

１０

●問
 
  
入
校
希
望
の
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

鳴
門
公
共
職
業
安
定
所（
�
6
８
５
・
２
２
７
０
）

県
雇
用
能
力
開
発
課（
�
6
2
1
・
2
3
5
1
）

公
証
相
談

日　

時　
　

月
６
日
（
土
）

10

　
　

午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

１０

●問
 
  
徳
島
公
証
役
場

（
�
6
2
5
・
6
5
7
5
、6
5
2
・
2
3
1
2
）

　

鳴
門
公
証
役
場
（
�
6
8
5
・
7
9
8
2
）

徳
島
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

受
診
し
た
方
が
良
い
の
か
、
様
子
を
み
て

も
大
丈
夫
な
の
か
、
看
護
師
や
小
児
科
医
が

電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

相
談
番
号
（
�
局
番
な
し
の
＃
８
０
０
０
）

　

ま
た
は
（
�
６
２
１
・
２
３
６
５
）

相
談
日
時　

　

土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始（　

月　

日
〜

１２

２９

１
月
３
日
）　

午
後
６
時
〜　

時
１１

●問
 
  
県
保
健
福
祉
部
医
療
政
策
課

（
�
６
２
１
・
２
２
１
２
）

　

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」

　
　

す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所

　
　
　
　
　
　

（
�
6
9
3
・
0
0
3
2
）

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

 
第　

回
身
体
障
害
者

２１

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
大
会

日　

時　
　

月
７
日
（
日
）

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

場　

所　

町
民
体
育
館
（
藍
住
中
学
校
東
側
）

参
加
者　

町
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●申
 

・
●問
 
 
社
会
福
祉
協
議
会

（
�
6
9
2
・
9
9
5
1
）

（
F
A
X 

6
9
2
・
1
6
2
6
）

相

談

 

催
し
物
・
そ
の
他 



10広報あいずみ ■ �   No.758

藍
の
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

秋
を
楽
し
む
感
謝
祭　
　
　
 

　

＊　

月
イ
ベ
ン
ト
紹
介

１０

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

○
北
小
学
校
子
ど
も
工
作
美
術
展

日　

時　
　

月
１
日
（
月
）
〜　

月　

日
（
月
）

10

10

２9

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場　

所　

展
示
室

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

○
藍
の
館　

菊
花
展

代　

表　

松
本
寿
・
武
田
長
幸
氏

日　

時　
　

月　

日（
土
）〜　

月　

日（
月
）

10

20

11

19

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

藍
屋
敷
菊
愛
好
家
が
入
念
に
育
て
た
菊
の

大
輪

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

○
琵
琶
の
展
示
と
体
験
学
習
会

会　

場　

西
寝
床

　

絃
翠
琵
琶
の
会
の
伝
統
文
化
か
ら
聴
こ
え

て
く
る
も
の

薩
摩
琵
琶
会　

小
林
和
子
氏

日　

時　
　

月　

日（
土
）〜　

月
４
日（
日
）

10

27

11

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

【
特
別
出
演
】

　

琵
琶
演
奏
会

　

・
琵
琶
楽
の
世
界 　

須
田
誠
舟
先
生

日　

時　
　

月　

日（
土
）

10

27

　
　
　
　

午
前
の
部　
　

時　

分
か
ら

10

30

　
　
　
　

午
後
の
部　

３
時
か
ら

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

○
秋
の
感
謝
祭

　

甘
酒
・
い
も
煮
し
め
・
接
待
３
０
０
人

日　

時　
　

月　

日（
土
）〜　

日（
日
）

10

27

28

　
　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

10

30

提　

供　

町
観
光
物
産
協
会
特
産
品
研
究
グ

ル
ー
プ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

○
古
典
虚
無
僧
の
尺
八
演
奏
・
文
化
筝
の
演

奏
・
体
験
学
習
会

　

徳
島
始
道
会
・
平
松
宗
哲
先
生
・
文
化
筝

の
会
・
藍
の
会　

佐
野
万
博
先
生

日　

時　
　

月　

日
（
日
）

10

28

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

10

場　

所　

西
座
敷

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

○
歴
史
文
化
の
伝
統
を
誇
る
藍
の
館
で
美
術

作
品
古
典
楽
器
の
演
奏
な
ど
の
鑑
賞
や
体
験

会
な
ど
に
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
藍
の
館
（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

四
国
観
光
検
定

あ
な
た
も
四
国
観
光
の
達
人
！

　

四
国
４
県
の
観
光
協
会
共
同
で
「
四
国
観

光
検
定
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
四

国
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
郷
土
料
理
、
伝

統
行
事
等
、
四
国
の
魅
力
に
つ
い
て
再
確
認

し
ま
せ
ん
か
。

　

合
格
す
る
と
『
四
国
観
光
達
人
』
の
認
定

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
も
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

試

験

日　
　

月
９
日
（
日
）　

１２

申
込
期
間　

９
月
１
日（
土
）〜　

月　

日（
土
）

１１

１０

試
験
会
場　

・
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

　
　
　
　
　

・
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館

　
　
　
　
　

・
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

受

験

料　

３
、
１
５
０
円

●問
 
 
（
財
）県
観
光
協
会

（
�
６
５
２
・
８
７
７
７
）　
　

h
ttp
://w

w
w
.sh
ik
o
k
u
k
e
n
te
i.co
m
/

技
能
検
定
試
験

　
　

月
か
ら
来
年
２
月
に
か
け
て
、
配
管
な

１２
ど　

職
種
の
実
技
・
学
科
試
験
が
県
内
各
会

３４
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
間　
　

月
１
日
（
月
）
〜　

日
（
金
）

１０

１２

受
付
場
所　

県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
鳴
門

　
　
　
　
　

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟

　
　
　
　
　

岐
町
商
工
会

●問
 
 
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
�
６
６
３
・
２
３
１
６
）

   
図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら  

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会  

　

９
月　

日
（
水
）、　

月　

日
（
水
）

２６

１０

１０

　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

★
井
隈
読
書
会　

・　

月
４
日
（
木
）　

午
前　

時
か
ら

１０

１０

〈 　

月
の
課
題
図
書 
〉

10

　
　

「　

壁　
 
」　

安
部
公
房　
 
著

●
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日   

・
図
書
整
理
日
‥
‥　

９
／　

（
木
）

２０

　
●問
 
 
図
書
館
（
� 
6
9
2
・
0
0
7
0
）

○ホームゲームご案内
　９月15日（土）　19：00～ vs 湘南ベルマーレ
　　　　　　　（試合会場：ポカリスエットスタジアム）
　９月26日（水）　19：00～ vs サガン鳥栖
　　　　　　　（試合会場：香川県立丸亀競技場）
　10月10日（水）　19：00～ vs 東京ヴェルディ 1969
　　　　　　　（試合会場：ポカリスエットスタジアム）
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こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん 8月 おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます 

いきいきサロンのご案内 

8月 

藍 住 歌 壇  
わ
く
わ
く
と
ス
イ
ー
ツ
選
ぶ
昼
さ
が
り
看
護
疲
れ
の
友
を
誘
い
て 

岡
田
　
博
子 

秋
立
て
ど
す
べ
な
く
暑
き
夕
ま
ぐ
れ
そ
っ
と
散
り
ゆ
く
野
牡
丹
の
花 

木
元
　
由
美 

こ
の
こ
と
は
他
言
な
ら
じ
の
電
話
受
け
名
も
な
き
花
に
近
づ
き
て
行
く 

青
木
み
ど
り 

彼
岸
花
咲
き
た
る
山
に
一
族
の
「
母
さ
ん
の
歌
」
つ
と
に
響
か
ん 

四
宮
　
千
代 

子
は
還
暦
わ
れ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
む
か
え
太
郎
茶
屋
に
て
酒
く
み
交
す 

山
本
　
藍
香 

漆
黒
の
ピ
ア
ノ
の
な
か
に
陽
と
影
は
あ
り
て
女
は
シ
ョ
パ
ン
を
弾
け
り 

永
田
　
　
愛 

命
日
に
供
花
香
を
賜
ぶ
子
の
友
を
待
ち
て
今
年
は
夜
を
迎
え
つ 

大
塚
　
　
容 

胸
の
し
み
と
れ
な
く
な
り
て
藍
の
液
に
と
っ
ぷ
り
浸
す
夏
の
ブ
ラ
ウ
ス 

山
本
枝
里
子 

た 

地域の子どもは、
地域で守り育てましょう
　子どもは、私たちの宝です

　　藍住町青少年健全育成会議

　　藍住町民生児童委員協議会

　　板野西部青少年補導センター

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや

健康体操、お話、レクリエーションなどの内容で各地域老人憩の家で

開催しますので、お気軽にご参加ください。

内　　容場　　所時　　間曜日開催日

健康チェック
カラオケ
楽しく筋力アップ体操

徳命老人憩の家午後１時～3時水９月１9日

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

江ノ口老人ルーム午前9時３０分～１１時月９月１9日

健康チェック
転倒予防体操

東中富老人憩の家午後１時３０分～3時金９月21日

健康チェック
歌

東部老人憩の家午後１時３０分～3時月10月１日

健康チェック
ペタンク

富吉老人憩の家午後１時３０分～3時月10月１日

健康チェック
歌（すずめの学校）

西部老人憩の家午後１時３０分～3時火10月２日

年齢・住所に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

●問   社会福祉協議会 （� 692・9951）　保健センター（� 692・8658）

（住　　所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

奥野字乾宏子・正紀女（ま　ほ）真穂山口
勝瑞字西勝地円香・裕幸男（こうだい）幸大目尾
奥野字矢上前美恵子・正史男（ゆうた）勇汰鳥海
住吉字逆藤典子・勝男（そうた）創太棚上
徳命字名田宏子・恵佑女（せいな）星菜後藤
勝瑞字幸島由利香・広明女（ななみ）七�三金
奥野字原静香・哲司男（しゅうや）秀哉堅田
富吉字須崎麻代・章博男（あやと）綾人櫻井
徳命字前須西登志恵・幸一男（けいすけ）恵介粟田
勝瑞字幸島馨穂瑠・敬章女（み　お）夢桜福山
勝瑞字正喜地朋代・友揮女（まなみ）満菜美勇
奥野字矢上前めぐみ・勝男（か　い）夏生大西
笠木字西野美樹子・圭男（はるか）遙稲次
東中富字龍池傍示奈美・裕男（あゆむ）歩夢十川
富吉字中新田由桂・利樹男（しゅうと）鷲斗丸岡
住吉字藤ノ木和子・雅和女のどか富永
矢上字春日幸代・恭兵男（しょうた）翔大小野
乙瀬字青木淳子・大女（なつみ）夏心福井
奥野字原妙子・清二男（つばさ）翼中林
徳命字元村景子・篤女（みさき）実咲大久保
富吉字豊吉真理・務女ひかる伊月
東中富字東傍示章子・洋志女（ゆうか）優花犬伏
徳命字新居須真理・真治男（こうすけ）功祐三好
勝瑞字西勝地晃子・正憲男（そうま）壮真佐藤

徳命字名田千尋・清
女（ひなた）陽向佐々木
女（ひより）日和

矢上字原志保・誠女（み　ゆ）心結亀井
奥野字原亜紀・順治女（ゆ　か）優佳筒井
住吉字乾志津江・英明男（なりと）成叶橋本
矢上字原里織・稔明女（ことね）采音米原

（住　　所）（年　齢） （氏　名）

矢上字江ノ口歳８２大西　ミツコ

東中富字長江傍示歳７８小川　良子

乙瀬字中田歳９４田中　ヨネ子

住吉字神蔵歳６９笹川　和男

東中富字長江傍示歳５９湯浅　ちづ子

徳命字名田歳５２齋藤　和利

住吉字若宮歳９１山根　トヨ子

富吉字岸ノ下歳７１野々宮　石子

富吉字穂実歳８１北浦　忠男

富吉字富吉歳８２坂東　爲一 
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増田クリニック 
TEL：088－693－3020
藍住町役場東500m

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科 

月 

○ 

○ 

火 

○ 

○ 

水 

○ 

○ 

木 

○ 

金 

○ 

○ 

土 

○ 

診療時間 

午前9：00～12：30 

午後2：30～ 6：30 5：30 
まで 

藍の葉で生葉染め 
 
　国民文化祭開催時に藍の花を楽しん
でもらうために植えている藍を利用し
て、花友会の会員が生葉染めを体験し
ました。染色研究家で藍住町国民文化
祭企画委員でもある秋山精子さんを講
師に、葉藍を水に漬けて「染め液」を
作ることから始め、布地を青や赤に染
める方法等を教わりました。 
　また国文祭に訪れる方に、藍の花を
楽しんでもらう以外に、少しでも藍住
町が大切に守り続けている藍文化を知
ってもらえるよう、今回染めた布を使
用して、国文祭用のコサージュを作る
予定にしているとのことでした。 
  国文祭は、10月27日から11月４日
まで開催されます。皆さんもぜひ参加
してください。 

藍の葉で生葉染め 

たなもと耳鼻咽喉科 
　　　　 クリニック 

TEL 088-683-3987（サンキューハナ） 

●携帯電話 インターネットから順番予約 

●当院ホームページ 

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

じ び いん こう か 

マルナカ成長店　南200m  エネオスはいる 

http: //www.tanamoto-clinic.jp

get1052@paa. jpへ空メール 

  8：45～12：00 

14：30～18：30
西條北島線 

はなまるうどん 

マルナカ成長店 

陸運局 

エネオス 
GS

サティア 

四国三郎橋 

N

徳島環状線 

洋服の青山 

たなもと 
耳鼻咽喉科 

国文祭まで 
あと42日 
だよ！ 

確　　　　　認　　　　　先

掲載ページ
AIテレビ
の放送　

HPの掲載
担当課へのお問い合わせ

記　　事　　名
電話番号担　当　課

２ページ�637・3116生活環境課
9月１日から指定ごみ袋制
を 開 始

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があ
りましたら企画調整課（�637・3124）まで
お知らせください。

広報あいずみ　 毎月15日新聞折り込みで
AIテレビ　　　１日６回（AIタウン情報）
町政だより　　 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ　URL  http://www.town.aizumi.tokushima.jp
　　　　　　E-mail  aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は
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